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 ３月半ばの春うららかな一日、奥多摩・

戸倉三山に出かけた。秋川の支流・盆堀川

の 流 域 を Ｕ 字 型 に 取 り 囲 む ３ つ の 山 、 刈

寄山 (687m)、市道山 (795m)、臼杵山 (842m)

を 総 称 し て 戸 倉 三 山 と 呼 ぶ 。 同 じ 奥 多 摩

山 域 に あ っ て 人 気 の 奥 多 摩 三 山 な ど と 異

な り 知 名 度 も 低 く 、 静 か な 山 歩 き が 楽 し

める山である。  

ＪＲ 武 蔵五 日 市駅 か らの バ スを 今熊 で

下車し 20 分程歩いた今熊野神社から登山

は始まる。朝９時、神社に拝礼し、神社の

右 脇 か ら 登 山 路 に 入 る 。 石 段 が 良 く 整 備

さ れ た

杉 林 の

中 の ゆ

っ た り

し た 登

り で あ

る。植生

が 杉 か

ら 雑 木

に変った９時半、今熊山 (523m)到着。山頂

には立派な石祠が 鎮座なっていた。  

明る い雑 木 林の 稜線 を刈 寄 山に 向か う。

枯葉をカサコソと踏みながら 10 時 35 分

新 入 山 峠 に 到 着 し 、 こ こ か ら 刈 寄 山 を 往

復し た。

刈 寄 山

頂 到 着

10 時 50

分。山頂

に は き

れ い な

ア ズ マ

ヤがあり、しばしの休憩。  

刈 寄 山 か ら 林 道 を し ば ら く 歩 い

て入山峠に出て、ここからまた、緩

や か な 登 り 降 り の 連 続 す る 尾 根 歩

き。踏みしめる枯葉のクッションが

心地良い。  

11 時 40 分、トッキリ場という妙

な名前のピーク。ここで稜線は右折

して、市道山に向かう長い稜線歩き

となる。地図にはこの稜線名を「峰

見通り」と記載されているが、この

尾 根 や た ら と 長 い 。 ち ょ っ と し た コ ブ が

次 々 と 連 続 し 、 時 に は 鎖 を 垂 ら し た 急 登

降 が あ っ た り し て 、 幾 つ ピ ー ク を 越 え た

か数えきれない。  

13 時 40 分市道山。狭い山頂は樹林に囲

ま れ 眺 望 無 し 。 市 道 山 か ら 臼 杵 山 へ の 稜

線も小さな登下降の連続。これでもか、こ

れ で も か と ピ ー ク の 登 り 降 り が 続 い て 、

15 時臼杵山頂。  

842m の三角点標があるのは 臼杵山南峰

で 、 北 峰 は 更 に ４ ～ ５ 分 先 の と こ ろ に あ

る。北峰には小さな祠があり、社前に１対

の 狛 犬 が い る 。 こ の 狛 犬 の 表 情 が 犬 と も

つ か ず 猫 と も つ か ず 、 何 と も ユ ー モ ラ ス

だった。  

下山 は 、臼 杵 山か ら 荷田 子 集落 に向 け

グミ尾根を辿る。標高差 600m の大下降で

あ る が 、 長 大 な 尾 根 の な だ ら か な 下 り の

お蔭で、足腰にあまり負担も感じずに 16

時 50 分、荷田子のバス停に辿り着いた。

人 一 人 に も 会 わ な い 静 寂 の 里 山 歩 き の 一

日だった。  

戸倉三山－静寂の里山巡り－  

今 熊 山 頂 の 祠  

刈 寄 山 頂 の ア ズ マ ヤ  

臼 杵 山 頂 の 狛 犬  

市 道 山 辺 り か ら の 観 望 (左 刈 寄 山 、 右 ト ッ キ リ 場 )  


